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前期（2006年3月期）連結決算
および事業別概要
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電子楽器事業
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電子ドラム、シンセサイザー、コンピュータ・ミュージック関連機器が欧米で好調に推移

（前期実績）
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コンピュータ周辺機器事業

売上高

（単位：億円）

売上 利益

業務用大型カラープリンターを中心に欧米で好調に推移

（前期実績）



中長期的な会社の経営戦略と
対処すべき課題



電子楽器事業



市場規模
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※　当社推定・小売金額ベース
　　　（中古楽器、教室収入、音響機器含む）

市場規模
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※　㈱インフォプラント調べ　

【電子楽器事業】

市場規模は安定推移　→　潜在需要もあり今後も安定的に推移する見込



国内ピアノ販売台数推移
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電子ピアノ

販売台数増加、販売単価は低下

アップライトピアノ

グランドピアノ

※全国楽器製造組合統計より

　（単位：台）

【ローランドの方針】
デジタル技術により音楽の可能性、創造性をひろげていく
◇躍動感のある演奏を可能とする「ライブ」志向の楽器づくり
◇デジタルとアコスティックの垣根のない楽器づくり
→　独自技術による付加価値の高い商品提案



顧客ニーズの多様化

301 PROJECT

多様化する価値観への対応

顧客それぞれの満足度を高めるには、
より柔軟で迅速な対応が必要

◇各商品分野ごとにNo.1商品を創り育てる

◇商品の市場価値を30%UPする

常に新たな提案型商品の開発を
追及する、ローランド・グループ
全体で推進してきた核となる活動

301 PROJECTの刷新

開発だけでなく、生産、販売、流通を
含めたトータルでの付加価値拡大を
目指す

【電子楽器事業】



映像関連機器

◇音と映像が高度に融合する新たな創造の可能性

◇業務用、設備用需要へのアプローチ

業務用音響機器の新ブランド「RSS」とともに「音と映像のシステムソリューション」提案

新規分野の開拓
【電子楽器事業】



新規分野の開拓

アコーディオンの豊かな魅力とデジタル技術が融合

中型軽量モデル、ボタン式モデルを加え、
ラインアップ拡充

CDを超える高音質で、手軽にデジタル録音が行える

コンパクトなWAVE／MP3レコーダー

【電子楽器事業】



積極的な新製品投入
【電子楽器事業】



国内事業の拡充

Roland Planet
販売店様との提携によるRoland商品専門の販売スペース

イギリスの販売子会社で開発したインショップ展開

◇充実した商品展示

◇専任販売員による接客

日本のPlanet展開
2004年11月に第1号店を開設、現在10店舗（2006年3月末現在）

シンセサイザー、電子ドラムなどの電子楽器、コンピュータ・ミュージック
関連商品を中心に、販売拡大に貢献

【電子楽器事業】



CKプラネット

CK（Contemporary Keyboard）＝ピアノ、オルガン等の家庭用電子楽器を指すRolandの商品カテゴリー

CK Planet （仮称）
ピアノなど家庭用電子楽器を中心とした
新たなPlanet展開を当期開始予定

◇Planetの基本コンセプトは変らず

◇高付加価値商品を中心に展開

◇音楽教室事業との連携

お客様に楽器のあるライフスタイルをご提案

【電子楽器事業】



市場状況

啓蒙活動の推進・企業広告

◇安定した規模で推移
◇潜在需要もあり今後も安定的

継続的な啓蒙活動の必要性

◇楽器潜在需要の掘り起こし
◇電子楽器のステータスアップ
◇ブランド訴求

【企業広告】

【コンサート、コンテスト、フェスティバルの開催】

【北米の若年層向ユーザー・イベント】

【電子楽器事業】



コンピュータ周辺機器事業



オンデマンドオンデマンド

デジタル化デジタル化

高付加価値高付加価値

多品種少量多品種少量

スピードスピード

【市場の変化とニーズ】

デジタル
ソリューション
ワークフローを革新する

デジタル周辺機器を提供

社会の変化に対応し、

プロセスの変革を通して、

新たな付加価値を創造する

ともに価値あるものづくりをともに価値あるものづくりを

【コンピュータ周辺機器事業】

DVEの推進



【コンピュータ周辺機器事業】

カラー&3Dに経営資源集中

従来ECO-SOLインクとの性能比較
耐擦過性＆速乾力

対応メディア150種以上

高発色＆高濃度

低コストで収益力アップ

ニオイ激減、エコ度アップ
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ECO-SOL INK ECO-SOL MAX

金属やアクリルを打刻して写真やイラストを
表現できるメタル･プリンター

優れた切削性能・操作性と低価格を両立した、
樹脂切削専用機



【コンピュータ周辺機器事業】

新たな成長を支える事業インフラ整備

デジタル屋台

デジタル屋台が最大限の効果を発揮
できる建物設計

受注量の増減に柔軟に対応

約240億円 約400億円

生産規模の拡大デジタルファクトリー建設 生産体制の強化

都田事業所

英国子会社移転

欧州エリア 市場調査開始
ドイツ駐在員事務所

スペイン子会社設立

国内３Ｄ営業部 新設

ＲＤＧアカデミー新設

Europe

Japan

ニュージーランド販社 統合
オーストラリア子会社

Oceania

３Ｄ専任販売部門 ＡＳＤ本格稼動

米国子会社

North-America

販売人員増強、組織固め本社移転、ショールーム整備

販売人員増強



当期（2007年3月期）の見通し



電子楽器事業
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（当期予想）
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◇豪州子会社アランズ・ミュージックを営業譲渡に伴い連結除外

→　同社売上高約40億円の減収影響あるが、利益に与える影響は軽微

◇積極的な新製品投入により、実質的には増収、増益予想

アランズ・ミュージックの売上高
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◇他社参入による競争激化を予想

◇海外販売網や新工場など、前期に整えた事業インフラを活用し、増収、増益予想
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◇売上高、経常利益について過去最高を見込む



利益配分に関する基本方針
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1株あたり年間配当

1株あたり当期純利益（単体）
金額 率

◇新たな成長につながる戦略投資に必要な内部留保を確保すると同時に、
株主への利益還元を積極的にすすめる

◇従来からの安定配当に加え、業績に応じた適正な利益還元を実施するため、
単体での配当性向30%以上、もしくは1株あたり20円以上を目標とする



買収防衛策の導入

◇事前に「大規模買付ルール」を定め、大規模買付者に事前の情報提供を要請し、企業価値を
高めることができるかどうかについては最終的に株主の判断に委ねる

◇当社株主の皆様には大規模買付者からの情報を吟味して判断をおこなう猶予ができるため、
買収防衛策を導入するメリットは大きい

◇ルールが遵守されない場合、および当社の企業価値を著しく毀損することが明白な場合には、
買収に対する対抗処置を発動

大
規
模
買
付
ル
ー
ル
の
フ
レ
ー
ム

大
規
模
買
付
者

取
締
役
会

①買付説明書

②情報の要求と提供

株主

③助言等外
部
専
門
家

④取締役会における十部な検討（評価期間の設定）

⑤情報開示

※大規模買付

議決権割合が20%以上
となる買付行為



当資料に記載されている情報の中には、「将来の見通しに関する記述」が含ま

れている場合がありますが、これら情報は、作成時点において入手可能な情報

に基づき作成しております。

経済情勢や市場動向の変化などにより、将来の見通しが実際の業績と異なる

可能性があります。当社の業績、企業価値等を検討される際には、これらの見

通しに全面的に依拠することは避けていただきますようお願い申し上げます。

ローランド企業スローガン

●創造の喜びを世界にひろめよう

●BIGGESTよりBESTになろう

●共感を呼ぶ企業にしよう


